
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 25 年 6 月 3 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：本研究は、古民家から採取した土を無限に循環可能な環境造形の資源

とすることを軸に展開したサスティナブル・デザインの実践的研究である。この資源化のプロ

セスを公的空間において二つの建築的造形作品の制作を通して提示し、その作業の場を美術・

建築・伝統技術・廃棄物処理など異分野の知見が交わりあう創発的プラットホームとした。合

わせてブルキナファソにおいて土着建築の工法調査を行い、研究成果をワガドゥグ国際工芸見

本市において発表した。 
 
研究成果の概要（英文）：Our research was a practical study of sustainable design based on 

making "unlimitedly circulatory resource" the earth from the wall and roof of 300 years-old 

house which were to be destroyed by the construction of the freeway. We demonstrated the 

process of recycling earth through construction of two architectural works with earth in 

public spaces. Along with these experiments, we researched the architecture with earth of 

Burkina Faso, and finally we exhibited the results of our researches in the Salon 

International de l’Artisanat de Ougadougou (SIAO) 2012. 
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１．研究開始当初の背景 
サスティナブルな社会の構築においてデザ
インの果たす役割の重要性は一般に認識さ
れていたが、建築を含む環境造形において自
然素材を循環的に使用することを軸に展開

される具体的なデザイン実践は、工業材料が
市場に過剰に供給される状態にある日本に
おいては、きわめて乏しい状況にあった。 
それに対して本研究では、高速道路建設に伴
う地域景観の変容に対する数年間にわたる
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アートプロジェクトの実績を通して、土素材
の大量の確保、制作技術とその実現の場、人
的ネットワークなど、研究遂行に必要な条件
がそろい、企業や一般大学では困難な独自の
研究基盤ができあがりつつあった。 
 
 
 
２．研究の目的 
無限に循環するサスティナブルな造形素材
としての土の可能性を実証し、現代美術、建
築、左官や茅葺きなどの伝統技術、地域デザ
イン、芸術人類学、芸術哲学など異領域を横
断する独自の立場から、サスティナブル・デ
ザインの意義と可能性を明らかにすること。 
 
 
 
３．研究の方法 
(1)  高速道路建設によって破壊される江
戸時代からの古民家の土塀・屋根・壁の土を、
市場の外部で無限に循環可能な環境造形の
資源とすること。その資源化・再資源化のプ
ロセスを、二つの建築的造形作品の継起的制
作によって提示すること。 
 
(2) 上記の二つの作品は、2010 年度は『ア
クアカフェ』（京都国立近代美術館前庭）、
2010〜2012 年度は『つちのいえ』（京都市立
芸術大学構内）である。前者は展覧会
「Trouble in Paradise／生存のエシックス」
出品作であり、展覧会終了後、土や竹などす
べての素材を回収して再資源化し、後者の素
材とした。 
 

(3) 土の造形可能性を検証するため、土の

代表的な三つの工法、版築・竹木舞を用いた

塗壁・土ブロックによる組積造を独自に組み

合わせること（例えば塗り壁では二重竹木舞

という独自の工法を創出した）。合わせて土

に混ぜる藁スサや屋根葺き材の茅も原野か

ら採集し、購買行為を介さない材料調達の可

能性と意味を探ること。また建材としてだけ

でなく、描画材としての土の可能性も検証す

るため、土を顔料化して絵画作品を制作し、

展覧会を行うこと。 

 
(4) 上記の制作の場を、建築・美術・伝統
技術など多分野の造形知と技術が交わる創
発的なプラットホームとすることをめざし、
左官職人、茅葺き職人等を招いてさまざまな
実験制作、レクチャー、ワークショップ、デ
ィスカッション等を継続的に行うこと。 
 
(5) 土だけでなく、廃棄される木や竹の廃
材の造形的再利用可能性を、家と方舟を概念

的に掛け合わせた建築的造形作品の制作と
展示を通して提示すること。 
 
(6) 国内における上記の制作研究と平行し
て、土建築の豊富な伝統をもつ西アフリカの
ブルキナファソにおいて、土を用いた土着建
築の工法とデザインを研究すること。また同
地において環境汚染を引き起こしている工
業材料のリサイクルと再利用の状況を調査
すること。これらの研究成果は、上記の実験
制作に反映されること。 
  
(7) 上記の諸研究と制作を相互に関連付け
ながら継続的に展開すること。 
 
(8) 土素材の循環的資源化を軸とした上記
の研究成果を、ブルキナファソで行われるア
フリカ最大の工芸展・ワガドゥグ国際工芸見
本市（Salon International de l’Artisanat 
de Ougadougou）において発表し（2012年 10
〜11月）、伝統技術の保存活用の意義とアー
ト・デザインの今日的役割について、現地の
工芸家・デザイナー・美術家と意見交換を行
うこと。 
 
 
 
４．研究成果 

(1) 自然素材と関わる伝統技術との交流を

通して、土や草など、身の回りのほぼあらゆ

る自然素材が建築や造形の素材として資源

化することが可能であることが判明した。こ

れは自然と技術の根源的関係の考察を促し、

また自然から引き出されたものとしての「資

源」概念の哲学的再考を要請する。 

 

(2) 貨幣経済と産業社会の発展によって後

退ないし減殺されていた自然素材に対する

伝統的な知識や技術、また人的ネットワーク

があれば、市場での購入に依存せずに材料調

達が可能であることが実証された。 

 

(3) ブルキナファソで行った調査研究およ

び国際工芸見本市参加を通じて、今後、サス

ティナブルなアートとデザイン活動を、日本

などの先進国の視点とどまらず、グローバル

な視野で進めて行くための人的ネットワー

クなどの研究基盤ができた。 

  

(4) 上記の点から、今後のサスティナブ

ル・デザインの三つの重要点が明らかになっ

た。 

①伝統的な知恵や技術を含む「資源」の再定

義とその循環・再生を基軸にすべきこと。そ

れはコミュニティ・デザインの可能性にもつ



 

 

ながる。 

②自然素材と関わる伝統技術を開放系技術

として再評価し、創造的共有をはかること。

それはデザインと美術教育に新たな知恵・技

術・課題をもたらす。 

 

③ローカルな実践をグローバルな視野でと

らえ、相互連関させること。それは既存の政

治経済的システムの外部で知と技術を流

通・循環させ、創造活動の脱領域的連携を探

ることにつながる。 

 

(5) アートやデザインの研究においては、

言語に依拠した理論研究以上に、具体的な実

験や制作を通して得られる発見や考察こそ

が重要な役割を果たすことがあらためて確

認された。この領域では、公的に認定された

作品制作と発表が学術領域における学会で

の口頭発表に相当する。 
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